平成２４年第１回訓子府町議会定例会会議録
· 議事日程(第６日目)

平成２４年３月１５日（木曜日）       午前９時３０分開議
第１２　議案第２４号　訓子府町共同利用模範牧場設置及び管理条例の一部を改正する条

例の制定について
第１３　議案第２２号　訓子府町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
第１４　議案第　７号　平成２４年度訓子府町一般会計予算について
第１５　議案第　８号　平成２４年度訓子府町国民健康保険特別会計予算について
第１６　議案第　９号　平成２４年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算について
第１７　議案第１０号　平成２４年度訓子府町介護保険特別会計予算について
第１８　議案第１１号　平成２４年度訓子府町下水道事業特別会計予算について
第１９　議案第１２号　平成２４年度訓子府町水道事業会計予算について
第２０　議案第１３号　訓子府町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

の制定について
第２１　議案第１４号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定について
第２２　議案第１５号　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第２３　議案第１６号　町税条例の一部を改正する条例の制定について
第２４　議案第１７号　訓子府町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
第２５　議案第１８号　訓子府町立幼稚園保育料等徴収条例の一部を改正する条例の制定

について
第２６　議案第１９号　訓子府町公民館条例及び訓子府町図書館条例の一部を改正する条

例の制定について
第２７　議案第２０号　訓子府町乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改正する条

例の制定について
第２８　議案第２１号　訓子府町重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について
第２９　議案第２３号　訓子府町団体営土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正する

条例の制定について
第３０　議案第２５号　訓子府町営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について
第３１　議案第２６号　北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更について
第３２　議案第２７号　北見地域障害程度区分認定等審査会共同設置規約の変更について
第３３　議案第２８号　北海道市町村総合事務組合規約の変更について
第３５　報告第　１号　定期監査結果報告について
第３６　報告第　２号　出納検査結果報告について
第３７　報告第　３号　所管事務調査結果報告について
第３８　　　　―　　　所管事務調査について
追加日程

　　　　議員の派遣について
○出席議員（１０名）
        １番  橋  本  憲  治  君              ２番  佐  藤  静  基  君
        ３番  工  藤  弘  喜  君              ４番  河  端  芳  惠  君
        ５番  余  湖  龍  三  君              ６番  安  藤  義  昭  君
        ７番  小  林  一  甫  君              ８番  西  山  由美子  君
        ９番  山  本  朝  英  君            １０番  上  原  豊  茂  君
○欠席議員（０名）
○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した人
              町              長      菊    池    一    春    君

              副町長      佐    藤    明    美    君
              総務課長      林          秀    貴    君
              企画財政課長      森    谷    清    和    君
              町民課長      佐    藤    純    一    君
              福祉保健課長      八    鍬    光    邦    君
              福祉保健課長補佐      渡    辺    克    人    君
              農林商工課長      佐    藤    正    好    君
              農林商工課業務監      村    口    鉄    哉    君
              建設課長      伊    田          彰    君
              上下水道課長      竹    村    治    実    君

              会計管理者      平    塚    晴    康    君
              教育長      山    田    日 出 夫    君
              管理課長      山    内    啓    伸    君
              社会教育課長      上    野    敏    夫    君

              社会教育課業務監      元    谷    隆    人    君
              幼稚園・保育園・子育て支援センター事務長      菅    野          宏    君

              図書館長      三    好    寿 一 郎    君
              農業委員会事務局長      遠    藤    琢    磨    君
              教育委員長      飯    田    洋    司    君
              監査委員      山    田          稔    君
○職務のため出席した事務局職員
              議会事務局長      森    谷          勇    君
              議会事務局主任      小    林          央    君
開議　午後　１時　８分

　　　　◎開議の宣告
○議長（橋本憲治君）　それでは、予算審査特別委員会が終了いたしましたので、ただいまから、本日の会議を開きます。
　本日の出欠報告をいたします。本日は、全議員の出席であります。

　谷本農業委員会会長、仁木選挙管理委員会委員長から欠席の報告がありました。
　本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりでございます。
　　　　◎予算審査特別委員会委員長報告省略の議決
○議長（橋本憲治君）　お諮りいたします。
　予算審査特別委員会は、議長を除く全員で行いましたので、委員等報告は会議規則第４１条第３項の規定により省略いたしたいと思います。
　これにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、委員長報告は省略することに決定いたしました。

　　　　◎議案第２４号、議案第２２号、議案第　７号、議案第　８号、議案第　９号

議案第１０号、議案第１１号、議案第１２号
○議長（橋本憲治君）　お諮りいたします。
　議案第２４号、議案第２２号及び議案第７号から議案第１２号までの計８本の一括議題の質疑につきましては、予算審査特別委員会で行っておりますので、質疑を省略し、これより討論に入りたいと思います。

　これにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、これより一括議題の討論を行います。

　討論にあたっては、議案番号を指定してから討論願います。

　まず、各案に対する反対討論の発言を許します。

　討論ございますか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　次に、各案に対する賛成討論の発言を許します。

　１０番、上原豊茂君。

○１０番（上原豊茂君）　一括議題について、討論を行いたいと思います。

　ただいま、前段で予算審査特別委員会の中で、町長から付言事項に対する回答をいただきました。議員の中でいろいろな質問をとおしながら、疑問な点等々も反省会の中で出ておりました。それらをして付言事項を伝えた中で、それらに対しての真摯な対応をするという発言がございました。そこで私はさまざまな疑問を持ちながらも、この平成２４年度一般会計、特別会計ともに基本的に賛成する立場から、さらに付け加えれば、町長の今日の回答の中にもありましたが、それぞれが職員、説明員をはじめ、個々の職員を含め
て、この執行方針にかかわる方向性を十分に理解した中で、共通認識の中での執行にあたっていただきたい。その点を特に期待したいと思いますし、なぜならば、たくさんの資料を持って私どもに親切に説明をいただきました係長の姿を見ていますと本当にきめ細やかな精査をしながら、この予算編成がされたと認識しておりました。
　しかしながら、場面においては、基本的な点での理解が今ひとつ不足しているのかという感じを持ったところであります。
　そういう意味で、先ほど言いましたように、共通認識を新たに確認をしながら、この予算執行にあたることが町民目線のすばらしい結果を生むことになろうと期待しておりますので、その点をお願いしながら、私の今定例会に提出されました予算全般にわたっての賛成討論としたいと思います。
　以上です。

○議長（橋本憲治君）　ほかに賛成討論ございませんか。

（「なし」との声あり）
○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、一括議題の議案第２４号、議案第２２号、議案第７号、議案第８号、議案第９号、議案第１０号、議案第１１号、議案第１２号の採決をいたします。
　反対討論がありませんでしたので、採決については、一括採決をいたしたいと思います。

　これにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、議案第２４号、議案第２２号、議案第７号、議案第８号、議案第９号、議案第１０号、議案第１１号、議案第１２号は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。
（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、議案第２４号、議案第２２号、議案第７号、議案第８号、議案第９号、議案第１０号、議案第１１号、議案第１２号は、いずれも原案のとおり可決されました。
　　　　◎議案第１３号、議案第１４号、議案第１５号、議案第１６号、議案第１７号

議案第１８号、議案第１９号、議案第２０号、議案第２１号、議案第２３号

議案第２５号、議案第２６号、議案第２７号、議案第２８号
○議長（橋本憲治君）　これより、提案理由の説明が終わっております議案第１３号、議案第１４号、議案第１５号、議案第１６号、議案第１７号、議案第１８号、議案第１９
号、議案第２０号、議案第２１号、議案第２３号、議案第２５号、議案第２６号、議案第２７号、議案第２８号について、各案ごとに質疑、討論、採決をいたします。

　最初に、議案第１３号の質疑を行います。議案書８１ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第１３号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第１４号の質疑を行います。議案書８７ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第１４号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第１５号の質疑を行います。議案書８８ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第１５号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第１６号の質疑を行います。議案書９０ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

　３番、工藤弘喜君。

○３番（工藤弘喜君）　３番、工藤です。この町税条例の一部を改正する条例についての質疑ということですが、確認も含めての話になりますが、この条例改正というのは、いわゆる３．１１の東日本大震災に対する復興にかかわる条例の改正ということで、よろしいのかどうかということともう１点、４番目にあります個人町民税の税率の問題なのです
が、２６年度から３５年度までの１０年間、これは、町民税はこのような形で、いわゆる均等割に５００円の加算ということになりますが、道民税のほうはどういった形になっておられるのか１点伺いたいと思います。
○議長（橋本憲治君）　町民課長。

○町民課長（佐藤純一君）　２点ほどのお尋ねでございますが、まず、この改正の要因が震災関連であるかとのお尋ねにつきましては、基本的には、そういうことでございます。ただ、たばこ税率の引き上げについては、都道府県と市町村の税配分を調整するという意味もあり、例えば、ここでいうとたばこ税６４４円引き上げになりますが、この６４４円が都道府県民税のたばこ税がそのまま引き下げになるという、市町村と都道府県の税配分の調整というように理解をしているところです。

　それから均等割の税率の引き上げでございますが、町民税１０年間５００円引き上げて３，５００円。それから道民税につきましても５００円を１０年間引き上げまして１，５００円になる予定でございます。

○議長（橋本憲治君）　ほかにご質疑ございませんか。
（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第１６号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第１７号の質疑を行います。議案書９３ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第１７号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第１８号の質疑を行います。議案書９５ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

　４番、河端芳惠君。

○４番（河端芳惠君）　４番、河端です。これにつきましても９５ページの説明に年少扶養控除等が廃止になった。それによって税額が増えたことによる保育料の値上げ分ということの対応だと思いますが、幼稚園のほかに常設保育園、それと児童生活館も同じようなことがあると思いますが、そちらはどのようになりますか。

○議長（橋本憲治君）　幼稚園・保育園事務長。

○幼稚園・保育園事務長（菅野　宏君）　保育園なのですが、保育園は規則で定められておりまして、控除見直しにより影響が出ないように保育料も同様な改正を行ってございます。

　以上でございます。

○議長（橋本憲治君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（八鍬光邦君）　児童生活館の部分につきましては、保育料の算定にあたりまして、この年少控除の部分については、規程がございませんので、改正の必要がないということで、ご理解を賜りたいと思います。

○議長（橋本憲治君）　ほかにご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第１８号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第１９号の質疑を行います。議案書９７ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

　４番、河端芳惠君。

○４番（河端芳惠君）　４番、河端です。ここで改正される意味は分かりますが、確認というか、お伺いしたいのは、９９ページの公民館条例の下線部分の中で、学識経験のあるものを委嘱するとあります。そして、下の図書館条例では、第５条の中段ぐらいに教育委員会が任命するとあります。この委嘱と任命、報酬と報奨金という費用の出し方もあるのですが、その違いと公民館条例の下線部分があって委嘱する。これは誰が委嘱すると書かれていないのですが、たまたま見比べましたら、下のほうに教育委員会は委嘱できるということですので、教育委員会が委嘱して解職もできるということなのかと思います。それとまた、図書館条例の第５条の下線部分、教育委員会が任命するとなっております。そして一番下のほうに教育委員会はそれを解任することができるということで、任命と委嘱の違い、それと公民館条例は、どなたが委嘱するのか。その２点を確認したいと思います。
○議長（橋本憲治君）　社会教育課長。
○社会教育課長（上野敏夫君）　ただいま、委嘱と任命の違いというようなことで、ご質問がございましたが、私どもの改正にあたっては、委嘱と任命はどのように違うのかというと国からの指示でございまして、そのとおりにやっている訳でございますが、基本的には、同じということでおさえていただきたいということの確認をさせていただいているところでございます。具体的には、任命となれば、身内だったら任命となるのでしょう
が、一般の方にお願いをするのであれば、私の一個人の意見としては、多分、委嘱が正しいと考えてございます。あくまでも一個人の考えでございます。
　それから、委員の委嘱は誰が行うのかということでございますが、下のほうの図書館条例には、教育委員会が任命するとなってございます。たまたま書いてございませんが、あくまでも教育委員会が任命をするということで、ご理解をいただきたいと思います。

　以上です。
○議長（橋本憲治君）　ほかにご質疑ございませんか。
（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第１９号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第２０号の質疑を行います。議案書１００ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第２０号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第２１号の質疑を行います。議案書１０２ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第２１号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第２３号の質疑を行います。議案書１０６ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第２３号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第２５号の質疑を行います。議案書１０９ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第２５号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第２６号の質疑を行います。議案書１１５ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第２６号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第２７号の質疑を行います。議案書１１６ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第２７号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　次に、議案第２８号の質疑を行います。議案書１１７ページでございます。

　１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第２８号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　議事の都合により、ここで午後１時５０分まで休憩をしたいと思います。

休憩　午後　１時３８分

再開　午後　１時５０分

○議長（橋本憲治君）　休憩前に戻り、会議を再開いたします。

　　　　◎報告第１号

○議長（橋本憲治君）　日程第３５、報告第１号　定期監査結果報告についてを議題といたします。議案書１２１ページでございます。

　職員に報告を朗読させます。

○議会事務局長（森谷　勇君）　議案書の１２１ページをお開き願います。

　報告第１号　定期監査結果報告について。
　監査委員から定期監査について、次のとおり報告があった。

　平成２４年３月６日提出、訓子府町議会議長　橋本憲治。
　記、別紙。
　次のページの１２２ページをお開き願います。

　平成２４年２月１０日

　訓子府町議会議長　橋本憲治　様

　訓子府町監査委員　山田　　稔

　訓子府町監査委員　小林　一甫

平成２３年度　定期監査の結果報告について

　地方自治法第１９９条第９項の規定によって、平成２３年度の定期監査の結果を報告します。

記

　平成２３年度　定期監査結果報告書、別紙。
　１２４ページをお開き願います。

　３．「監査結果及び意見」という項目がございます。

　この項目のみを朗読させていただきまして、それ以外の報告書の資料につきまして
は、説明を省略させていただきたいと思います。

　３．「監査結果及び意見」

　平成２３年１２月３１日現在の一般会計、特別会計及び事業会計にかかわる町の財務事務執行、経営にかかわる事業管理等について監査を実施しました。

　その結果、適正に執行、管理が行われていることを認めます。

　なお、今後の事務、事業の執行、管理にあたり、次の事項に留意願います。

　①  町の財政運営における画期的な計画の「財政健全化戦略プラン」に基づき、過去４か年間、町民の理解を得つつ、その成果をあげてきているところです。

今後、３か年間で仕上げとなりますが、年度別目標と実績の差の状況などを再検討しつつ、所期の目的を達するよう庁内一貫した方策のもとに、その努力を継続されることが必要と思われます。

②  国民健康保険は、税の収納について、徴収事務の努力がうかがえます。

しかし、医療給付費の増加が予測され、会計運営のため、一般会計からの繰入額はルール分を含め、１億円弱の見込みです。

この状況からの脱却のため、医療費の抑制方策、国における国民健康保険の財政運営にかかわる法改正の動向などに伴う事業の広域化などさらなる検討を進めることが必要と思われます。

③　上水道事業につきましては、漏水箇所の早期改修を含み、管理体制の充実に努力がみられます。その結果、有収率８０．２％と前年度より向上しています。

町民の重要なライフラインのひとつとしての認識を高くし、さらに良質水の安定供給に努めることが大切であると思われます。

　以上であります。

○議長（橋本憲治君）　以上で、本報告を終わります。

　　　　◎報告第２号

○議長（橋本憲治君）　日程第３６、報告第２号　出納検査結果報告についてを議題といたします。議案書１３６ページでございます。
　職員に報告を朗読させます

○議会事務局長（森谷　勇君）　議案書の１３６ページをお開き願います。

　報告第２号　出納検査結果報告について。

　監査委員から出納検査について、次のとおり報告いたします。

　平成２４年３月６日提出、訓子府町議会議長、橋本憲治。

出納検査結果報告

　地方自治法第２３５条の２第１項による例月出納検査を、平成２４年１月１２日町会計管理者等に対し執行したので、その結果を次のとおり報告します。

記

１．出納事務は適法に行われ、異状ないものと認める。

訓子府町議会議長　橋　本　憲　治　様

平成２４年１月１２日

訓子府町監査委員　山　田　　　稔

訓子府町監査委員　小　林　一　甫

　次のページ、１３７ページ、１３８ページ、１３９ページにつきましては、説明を省略させていただきまして、１４０ページをお開きいただきたいと思います。

出納検査結果報告
　地方自治法第２３５条の２第１項による例月出納検査を、平成２４年２月１０日町会計管理者等に対し執行したので、その結果を次のとおり報告します。

記
１．出納事務は適法に行われ、異状ないものと認める。

訓子府町議会議長　橋　本　憲　治　様

平成２４年２月１０日

訓子府町監査委員　山　田　　　稔

訓子府町監査委員　小　林　一　甫

　次のページ、１４１ページ、１４２ページ、１４３ページまでの表につきましても先ほどと同様、説明を省略させていただきます。

　続きまして、追加で配付させていただきました３月分の例月出納結果報告について、ご報告申し上げます。１４４ページでございます。
出納検査結果報告書

　地方自治法第２３５条の２第１項による例月出納検査を、平成２４年３月５日町会計管理者等に対し執行したので、その結果を次のとおり報告します。

記

　１．出納事務は適法に行われ、異状ないものと認める。

　訓子府議会議長　橋　本　憲　治　様
平成２４年３月５日

訓子府町監査委員　山　田　　　稔

訓子府町監査委員　小　林　一　甫

　次のページの１４４－１ページ、１４４－２ページ、１４４－３ページにつきましても先の２件と同様に説明を省略させていただきます。

　以上でございます。

○議長（橋本憲治君）　以上で、本報告を終わります。
　　　　◎報告第３号

○議長（橋本憲治君）　日程第３７、報告第３号　所管事務調査結果報告についてを議題といたします。議案書１４５ページです。

　２つの常任委員会から、平成２３年度の閉会中に実施した所管事務調査について、会議規則第４１条第１項の規定により、各常任委員長から報告をいただきます。

　まず、総務文教常任委員会からお願いいたします。

○３番（工藤弘喜君）　ただいま、議長からのお許しをいただきましたので、平成２３年度　総務文教常任委員会所管事務調査の結果について、ご報告申し上げます。

　この所管事務調査につきましては、平成２３年第２回定例会におきまして、平成２３年６月２４日から平成２４年３月３１日までの間、議会閉会中も継続して調査できるよう議決を受け、実施したものであります。

　具体的な調査及び質疑の内容については、省略いたしますが、平成２４年１月２７日には、委員会としての最終的な協議を行い、全委員の一致した意見として、報告書のとおり調査所見として、まとめましたので、今後の町政執行にご配慮いただきたいと思います。

　なお、その内容につきましては、調査所見の朗読をもって、報告にかえさせていただきたいと思います。

（１）　入札の執行にあたっては、今後とも適正な執行に努めるとともに、町内の雇用や経済効果につながるよう、これまでどおり指名競争入札制度を継続する必要がある。

（２）　町税の収納状況については、職員の徴収努力により現年分の収納率の向上が図られているところである。同時に、税の公平性の観点からも滞納繰越の減少に向け努力を求めるものであるが、滞納者個々の状況などを関係各課と情報を共有しながら、対応することを望むものである。

（３）　国民健康保険事業の運営については、国民皆保険制度の根幹を堅持するよう、国の制度改革の方向を見据えながら、引き続き現在の国保事業の安定的な運営のた
め、国の負担率引き上げなど財政支援を求めていくことが必要である。

　短期証や資格証の発行にあたってはこれまでと同様、家族構成や生活実態に配慮した対応が必要である。

（４）　各種福祉政策については、特別養護老人ホームの待機者解消に関わる施策を求めるとともに、安心して在宅介護できるようショートステイやデイサービスなどの充実を図る必要がある。

　　また、第５次介護保険計画に盛り込まれる介護保険料の改定にあたっては、介護保険事業で保有している基金の活用が必要である。

　高齢者・障害者等地域見守りシステムの構築については、関係部署や関係団体との連携を図りながら実効性のあるシステムとする必要がある。

（５）　児童生活館については、今後予定している児童センターの建設にあたり、利用者や現場職員の意見を十分に考慮した施設設計とするとともに、これまでの児童生活館と児童センター機能の一体化した中での保育料の徴収については、十分な検討が必要である。

（６）　各種予防業務の特に特定健診については、将来的な医療費の抑制につなげていくため、町民の疾患状況などを周知するなど、受診率向上のための創意、工夫を望むものである。

（７）　保育園、幼稚園の運営については、保育環境の充実を図ることを求めるととも
に、今後の課題である幼保一元化施設に関し、十分な調査、研究が必要である。

（８）　子育て支援センターの運営については、子育てに対する不安や悩みを受け止められる場所として、その役割は果たされており、さらに、その役割と期待が大きくなってくると思われる。今後も支援センターが中心となりながら関係各課、各機関などとの連携を図り、対応していくことを望むものである。

（９）　町営温水プールについては、今後とも管理体制の充実に努め、事故防止を図るとともに、施設の機能を維持するため、老朽化した設備の更新計画を早急に策定する必要がある。

（10）　図書館の運営については今後、予定されている図書館の増改築にあたり、現在進められている「図書館振興計画」に広く町民の意見を反映させ、本町としての図書館のあり方を検討していくことを望むものである。

（11）　くんねっぷ歴史館の管理運営については、展示品並びに収蔵品の適切な整理が必要になると思われる。

　　　また、展示品に関わる使用方法などの情報を記録に残し、次世代に引き継いでいくことを望むものである。

（12）　その他委員会に属する事項

①給食センターの運営及び安全対策については、日常からの点検により、給食に関わる事故防止に努め、さらに食育とあわせ児童、生徒に喜んでもらえる給食づくりと引き続き地場産品の活用と地元からの食材の調達を望むものである。

②ごみ処理量及び処理経費については、近年増加傾向にあるごみ処理量に対して、減量化に向けた意識の高揚を図るための創意、工夫が求められる。

③地域担当制については、地域と行政のパイプ役としての役割が定着しつつある
が、今後においては特に、高齢化する地域社会の中でのその役割は大であり、今後も地域での積極的な活動が求められる。
　以上をもって、総務文教常任委員会所管事務調査結果報告とさせていただきます。
○議長（橋本憲治君）　次に、産業建設常任委員会お願いいたします。

○８番（西山由美子君）　それでは、議長からのお許しをいただきましたので、平成２３年度産業建設常任委員会所管事務調査の結果について、ご報告申し上げます。

　所管事務調査の経過につきましては、先ほど総務文教常任委員会のところで述べられていましたので、省略させていただくこととし、本委員会においても平成２４年２月７日に委員会としての最終的な協議を行い、全委員の一致した意見として、報告書のとおり、調査所見としてまとめましたので、今後の町政執行にご配慮いただきたいと思います。

　なお、その内容については、総務文教常任委員会同様、調査所見の朗読をもって、報告にかえさせていただきたいと思います。

（１）　農業振興については、ＴＰＰを含む国の農業政策に関して、ＪＡなどの関係団体の方針のもと、行政として支援と迅速な情報提供に努めることを求めるものである。

　　　　また、本町の農業が半世紀にわたり実施し、その生産力の根幹である農業基盤整備事業の継続を関係者とともに強く求めていくことが必要である。

　　　　担い手対策としては、ＪＡなどの関係団体と連携し、担い手対策推進協議会を中心とした取り組みの充実を望むものである。

（２）　畜産振興については、地域活性化を図るためにもＪＡなどと協力し、６次産業化
に向けての検討を望むものである。

　　　　また、酪農家の基盤強化のため、町営牧場の役割を高めるとともに、ＴＭＲを含む新たな関連組織への支援を図りながら、酪農家個々の負担軽減につなげることを求めるものである。

（３）　中小企業の振興策については、地元経済に大きな効果をもたらした住環境リフォーム制度事業を継続し、さらに希望者の要望を踏まえ制度の充実を図ることを求めるものである。

　　　　また、商工業者の指導的役割を果たす商工会と連携した地域活性化対策を図るとともに、旧駅舎周辺整備については、農商工連携につながる施設整備となることを望むものである。
（４）　堆肥供給センターについては、さらなる良質なたい肥の供給に努めることを望むものである。

（５）　温泉保養センターの管理運営については、適切な管理により経費の削減に努めるとともに、温泉内での犯罪防止対策の強化を図る必要がある。

　　　　また、利用者拡大のため、ＰＲ活動のさらなる創意、工夫を求めるものである。

（６）　町営及び町有住宅の維持管理については、使用料の滞納解消のため関係各課と連携を図り対応することを求めるものである。

さらに、滞納抑制のため連帯保証人制度を含め、居住者との協議により住み替えなどの早期の対策を望むものである。

（７）　建築及び土木工事の状況については、厳しい財政状況ではあるが、計画的な公共工事の実施とあわせ、各種の政策を取り組みながら地元経済の活性化を望むものである。

（８）　上水道事業の運営については、今後も安全で安定的な水道水の供給のため、適切な施設管理に努めることを望むものである。

また、水資源の有効活用のため、有収率の向上が求められるが、今後課題となる老朽管更新計画の策定にあたっては、利用者の十分な理解のもと検討が進められることが必要である。

（９）　道路、河川の維持については、頻発する集中豪雨により、恒常的に被災を受ける個所の改修や再整備の制度の拡充に向け、関係機関に強く要望していく必要がある。

　　　　また、道路、河川の維持管理や小規模な補修などについては、地域や地権者との協働により実施するなどの施策を望むものである。

（10）　公園の管理状況については、遊具などの付帯設備の日常的な点検と適切な管理のもと、事故防止に努める必要がある。

　　　　また、レクリエーション公園の芝桜に関しては、植生回復の向けた調査、研究を図ることを求めるものである。

（11）　町有林の維持管理については、町の貴重な財産の価値を高めるため、専門職の育成が必要であり、さらに、森林の木材以外の林産物の価値を見出すための新たな取り組みを望むものである。

（12）　その他委員会の所管に属する事項

　　　①随意契約の執行については、これまでと同様、公平、公正で適正に執行されることが必要である。
　以上をもって、産業建設常任委員会所管事務調査結果報告とさせていただきます。
○議長（橋本憲治君）　以上をもって、３番、工藤弘喜君、８番、西山由美子君の所管事務調査結果報告を終了いたします。
　　　　◎所管事務調査について

○議長（橋本憲治君）　日程第３８、所管事務調査についてを議題といたします。

　議案書１５０ページと１５１ページでございます。

　お諮りいたします。

　総務文教常任委員会及び産業建設常任委員会の２常任委員会の委員長から、所管事務調査について、平成２４年度閉会中も継続して調査できるよう、議決の願い出が議長に対して出されております。

　これを認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、２常任委員会の委員長から願い出のあった所管事務調査項目について、平成２４年度閉会中も継続して調査できるように決定いたしました。

　　　　◎議員の派遣について

○議長（橋本憲治君）　次に、本日追加配布してあります議員の派遣についてであります。

　お諮りいたします。

　議員の派遣については、別紙のとおり議員を派遣することにしたいと思います。

　これにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、別紙のとおり議員を派遣することに決定いたしました。

　　　◎閉会の議決
○議長（橋本憲治君）　以上をもって、本定例会に付議された案件の審議は全部終了いたしました。
　よって、会議規則第７条の規定により、本日をもって閉会いたしたいと思います。

　これにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本定例会は本日をもって閉会することに決定いたしました。

　　　　◎閉会の宣告

○議長（橋本憲治君）　これにて平成２４年第１回訓子府町議会定例会を閉会いたします。

　ご苦労様でございました。

散会　午後　２時１４分
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